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新
春
の
お
慶
び
を 

申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
年
は
、
明
る
く

笑
顔
に
満
ち
活
発
に
活

動
が
出
来
る
年
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
問

題
下
で
会
報「

VG

槻
輪

だ
よ
り
」
第2

0
0

号
を

関
係
者
の
温
か
い
支
援

を
得
て
記
念
号
と
し
て

発
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

   

「
わ
が
ま
ち
紹
介
」
活

動
で
は
、
各
訪
問
先
と

の
き
め
細
か
な
調
整
打

合
せ
と
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
、
充
実
し
た
活

動
が
出
来
ま
し
た
。
特

に
「
嵯
峨
鳥
居
本
」
の
訪

問
で
は
、
会
員
の
協
力

を
得
て
何
度
も
下
見
調

査
し
、
訪
問
先
の
「
愛
宕

念
仏
寺
」
で
は
高
槻
市

富
田
と
縁
の
深
い
住
職

さ
ん
か
ら
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
又
そ
の

地
で
長
い
歴
史
の
あ
る

「
平
野
屋
」
の
女
将
さ

ん
か
ら
色
々
の
説
明
を

し
て
頂
き
、
特
製
の
鮎

料
理
と
伝
統
の
お
菓
子

「
志
ん
こ
団
子
」
と
抹

茶
を
頂
き
ま
し
た
。 

     
「
メ
ガ
ネ
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
」
で
は
、
一
般
市

民
の
方
の
協
力
も
得
て

多
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
メ

ガ
ネ
を
５
月
と

11

月

に
送
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。 

     

新
し
い
年
も
、
会
員
全

員
元
気
で
、
建
設
的
な

提
案
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

元
旦 

 

役
員
一
同 

  

閑
静
な
住
宅
街
と 

緑
豊
か
な
環
境 

箕
面
市 

紅
葉
の
箕
面
瀧
道 

散
策
の
報
告 

12

月

1

日
の
未
明

ま
で
は
雨
で
し
た
が
、
朝

方
に
は
綺
麗
な
秋
晴
れ

に
な
り
、
箕
面
駅
改
札
前

に
全
員
集
合
し
ま
し
た
。 

最
初
に
参
加
者
の
体

調
も
聞
き
な
が
ら
、
「
箕

面
瀧
道
散
策
ル
ー
ト
」
の

調
整
等
を
箕
面
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
と
行
い
ま
し
た
。 

      

箕
面
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
梅
田
さ

ん
か
ら
、
箕
面
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
編
の

「
箕
面
滝
道
こ
ぼ
れ
ば

な
し
」（
第
１
＆
２
集
）
を

再
編
成
さ
れ
た
「
箕
面
瀧

道
コ
ー
ス
」
説
明
資
料
の

デ
ー
タ
ー
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
参
加
者
全
員
に

配
布
し
ま
し
た
。 

箕
面
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド 

梅
田
様
、

柳
井
様 

山
内
様
に
ガ

イ
ド
を
し
て
頂
き
、
駅
前

か
ら
秋
の
紅
葉
を
楽
し

み
、
説
明
も
聞
き
、
様
々

な
顔
を
魅
せ
る
「
中
の
坂
」

を
ゆ
っ
く
り
と
聖
天
宮

西
江
寺
へ
向
か
い
ま
し

た
。 

「
中
の
坂
」
は
、
現
在
の

滝
道
が
で
き
る
ま
で
は

瀧
安
寺
へ
の
唯
一
の
参

道
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

神
仏
の
住
む
所
と
俗
界

の
境
界
の
よ
う
で
す
。 

「
中
の
坂
」
の
下
の
四
辻

に
道
標
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
道
標
に
は
、
江
戸
時

代
に
勝
尾
寺
で
念
仏
を

説
い
て
い
た
徳
本
上
人

が
書
い
た
六
字
名
号
（
南

無
阿
弥
陀
仏
）
が
徳
本
文

字
（
蔦
文
字
）
で
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。 

      

こ
の
向
か
い
に
は
「
大

井
堰
水
路
分
水
（
四
大
字

水
利
組
合
）
の
表
示
板
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
四
大

字
（
平
尾
、
西
小
路
、
桜
、

牧
落
）
が
設
置
し
た
大
井

堰
の
分
水
地
で
、
昔
は
種

籾
を
浸
け
て
お
く
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
た
そ

う
で
す
。 

       「
中
の
坂
」
を
登
っ
て
行

く
と
、
聖
天
宮
西
江
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
寺
は
聖

天
宮
と
称
す
る
神
社
で

あ
る
と
と
も
に
、
西
江
寺

と
称
す
る
寺
で
も
あ
り
、

仏
で
あ
る
と
同
時
に
神

で
あ
る
と
い
う
神
仏
混

淆
の
性
格
を
備
え
て
お

り
、
高
野
山
真
言
宗
に
属

し
て
い
ま
す
。 

我
が
国
最
初
の
大
聖
歓

喜
天
出
現
の
地
で
あ
る

と
い
い
、
境
内
に
は
役
行

者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）

と
大
聖
歓
喜
天
が
対
談

し
た
と
い
う
「
対
談
石
」

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

詳
細
な
報
告
は
、
Ｖ
Ｇ

槻
輪
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
御
覧
下
さ
い
。 
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第 200記念号 

平野屋伝統の 

志んこ団子と抹茶 

 

5 月消毒 ・乾燥中の 

リサイクルメガネ 

 

わ
が
ま
ち
紹
介
わ

が
ま
ち
紹
介 

２０２２年２月度行事予定  

住民が生み出した「利便性と豊かさ」のまち：阿倍野 

大阪市立防災センター見学体験 

月 日：2022 年２月 17 日（木） 

場 所：大阪地下鉄「阿倍野」駅 南改札口 集合 

その他：1) 雨天決行 

2)詳細は別途配布資料を参照下さい。  

２０２２年１月度行事予定  

神戸の玄関あらゆるエッセンスが集まるまち：三宮 

生田神社参拝・神戸ムスリム モスク見学 

月 日：2022年 1月 20日（木） 

場 所：阪急神戸三宮駅 西改札出口 集合 

その他：1)中止等の連絡は前日連絡網で連絡します。 

2)詳細は別途配布資料を参照下さい。 

駅前で散策ルートの 

説明を聞く 

 

巡礼街道と中の坂の 

合流する四つ角 

紅葉の聖天宮西江寺入口 


